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Okayama University Faculty of Science

自然科学のフロンティアをめざして
Exploring the Frontier of Science

　理学は、自然界に起こる現象の本質と、その背後にある普遍
的な法則や原理を解明しようとする学問です。理学は、人間が
本来もつ、「なぜ」、「どうして」といった知的探求心から「自
然界の不思議の解明にチャレンジする」基礎科学であり、豊か
な文明社会の構築に欠かすことのできない学問分野です。
　岡山大学理学部は、自然科学の基礎を教授研究し、創造的、
思考的および分析的能力を備えた有為な人材を育成することを
目的として、 1949年に岡山大学の創設と同時に設置されまし
た。さらにその起源をたどれば、旧制度の第六高等学校の理
科を母体としており、 100年をこえる歴史をもつ高等教育機関
であるといえます。現在は、数学科、物理学科、化学科、生
物学科、地球科学科の5学科と、臨海実験所、界面科学研究
施設、量子宇宙研究センターの３附属施設で構成されています。
本学部には約１００名の教員が在籍し、教育に当たっています。

各学科ともに４年間の一貫したカリキュラムにより、基礎から最新の内容に至るまで体系的に学ぶことがで
きます。４年次には教員の研究室に所属し、課題研究（卒業研究）を履修し、個人指導をうけながら研究
技術を習得し、研究能力を高めていきます。また、入学した学科に関わらず、条件を満たせば２つ以上の
学科の講義を履修し、入学した学科以外で卒業研究も履修できる「複合領域科学コース」も設置されて
います。このコースでは、学際領域を開拓できる人材、広い視野をもって社会で活躍できる人材の育成
を目指しています。さらに、成績が優秀な学生は３年次終了後に卒業し、大学院への進学ができる「早
期卒業制度」も用意されています。このように理学部では、成績優秀で意欲のある学生の勉学を応援す
る制度が準備されていることも特徴です。
　理学部卒業生の半数以上は大学院への進学を希望し、岡山大学大学院自然科学研究科や他の研究科に
入学し、さらに高度な知識を修得し、研究能力の一層の充実を目指しています。
　岡山大学理学部の教員は教育とともに、自然界の基本原理の解明に生き甲斐を感じ、「自然科学のフロ
ンティアをめざして」日々活発に研究を続けています。大規模
研究プロジェクトも進められ、国内外のトップ研究者との活発な
共同研究もなされています。それらの研究成果は、学術集会で
の発表や学術雑誌に掲載され、広く世界に公表され、高い評価
を得ています。岡山大学理学部において、次世代を担う皆さん
が自然科学の基礎を学び、私たちと共に自然界の「さまざまな
不思議」の謎解きに挑戦されることを心から期待しています。

岡山大学理学部長　髙　橋　純　夫
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入試・
募集人員等
の概要

Okayama University
Faculty of Science

■  アドミッションポリシー

１•自然科学の基礎を学び、その知識や能力を社会で生かしたいと考える人
２•自然現象を原理や法則から理解したいと考える人
３•真理探究への情熱をもっている人

■  出身高校都道府県別志願者・合格者
　 （アドミッション・オフィス方式・ 一般選抜・専門高校・総合学科）

入学者
受入方針

都道府県 志願者 合格者
北海道 2 1
青森県 0 0
岩手県 0 0
宮城県 0 0
秋田県 0 0
山形県 0 0
福島県 0 0
茨城県 0 0
栃木県 1 1
群馬県 1 0
埼玉県 0 0
千葉県 1 1
東京都 3 0
神奈川県 0 0
新潟県 0 0
富山県 0 0
石川県 0 0
福井県 1 0
山梨県 1 1
長野県 0 0
岐阜県 0 0
静岡県 0 0
愛知県 2 1

都道府県 志願者 合格者
三重県 0 0
滋賀県 2 1
京都府 47 3
大阪府 6 4
兵庫県 33 24
奈良県 0 0
和歌山県 4 3
鳥取県 11 7
島根県 5 5
岡山県 73 46
広島県 17 8
山口県 10 9
徳島県 9 5
香川県 11 5
愛媛県 9 5
高知県 10 5
福岡県 6 2
佐賀県 3 2
長崎県 4 2
熊本県 2 1
大分県 3 2
宮崎県 1 0
鹿児島県 2 0 
沖縄県 2 0
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地　区 志願者 合格者
北海道 2 1
東北 0 0
関東 6 2
中部 4 2
近畿 49 35
中国 116 75
四国 39 20
九州 21 9
沖縄 2 0



Okayama University Faculty of Science

■  平成23年度試験日程

■  入学料・授業料

第３年次編入学
平成 22 年 6月26日（土）～27日（日）

大学入試センター試験
平成 23 年1月15日（土）～16日（日）

前期日程
平成 23 年 2月25日（金）

アドミッション・オフィス入試
平成 22 年12月4日（土）

AO入試Ⅰ・Ⅱ
物理チャレンジ（書類審査等による選抜）

■ 入学料 ………………………282，000
■ 前期分授業料………………267，900
■ 後期分授業料………………267，900

■  平成 22年度入試状況

＊詳細は、「平成23年度入学者選抜に関する要項」を参照してください。

学科
入学定員
計

アドミッション・オフィス方式 一般選抜
前期日程AO入試Ⅰ・Ⅱ 物理チャレンジ

募集人員 志願者数 合格者数 募集人員 志願者数 合格者数 募集人員 志願者数 合格者数

数学科 20 3 13 3 17 34 17

物理学科 35 7 9 9 3 1 1 25 46 27

化学科 30 5 6 5 22 34 25

生物学科 30 7 18 7 23 45 24

地球科学科 25 5 6 5 20 32 21

計 140 27 52 29 3 1 1 107 191 114

学科
専門高校・総合学科

卒業生選抜
第３年次編入学

募集人員 志願者数 合格者数 募集人員 志願者数 合格者数

数学科 13 5

物理学科 10 5

化学科 3以内 1 0 20 9 3

生物学科 9 3

地球科学科 7 4

計 3以内 1 0 20 48 20

3

（平成22年5月1日現在）



教育コース Okayama University
Faculty of Science

■  カリキュラムの特徴・教育目標
　理学部のカリキュラムの特徴の一つは、4 年間の一貫した教育コースです。1年次は教養教育を受けつ
つ、各学科に所属しながら理学の基礎教育を幅広く受講します。高校で学んだ知識から大学でのより高度
な専門知識の獲得のための継ぎ目のない学力向上を目指します。さらに、今後の専門教育に必要な思考
方法なども学びます。2 年次は教養教育と基礎的な専門教育を受講します。1年次に身につけた大学で
の勉学法を活用して、講義、演習、実習、実験などを受講します。そして、より高度な専門科目を理解す
る上で必要な基礎的な専門学力を身につけます。3 年次になると専攻分野を考えながら系統的な専門教
育を受けます。講義だけでなく実習、実験も高度になり、ゼミナールでは教員からより個別的な指導を受
ける機会が増えます。4 年次では専攻分野を決め、研究室に配属され、卒業研究（課題研究）やセミナー
などを中心とした高い密度の専門教育を受けます。成績が特に優れた学生には3 年次終了時に卒業・大
学院進学が可能となる「早期卒業制度」もあります。
　もう一つの特徴は、複合領域科学コースを選択できることです。近年の科学・技術の急速な進歩の中で、
特定の専門分野を極めた人材だけでなく、幅広い専門基礎知識を身につけた人材も求められています。こ
ういった社会からの要請に応えて、複合領域科学コースでは５学科で開講する専門科目を２学科以上にわ
たって履修し、理学の幅広い知識を身につけて卒業することができます。
　このカリキュラムにより、優れた自然科学の基礎知識をもち、科学的かつ創造的な思考能力を備えた有
為な人材を育成することを目標としています。

■  岡山大学理学部の特徴
　岡山大学理学部の最も強調すべき特徴は、充実した教員組織によるしっかりした教育・研究体制が整備
されていることです。理学部には数学科、物理学科、化学科、生物学科および地球科学科の 5学科と付
属施設である臨海実験所、界面科学研究施設、量子宇宙研究センターがあります。これらの組織に所属
する教員が教育を担当するため、理学部では幅広い専門分野の教育を受けられます。この優れた理学部
の特徴を活用した複合領域科学コースが設置されていることはすでに述べたとおりです。
　もう一つの特徴は、「少人数教育」です。卒業研究だけでなく、セミナー・演習・実習・実験のいくつか
は少人数クラスで実施されるため、学生同士もしくは学生と教員がお互いをよく知ることができます。そ
の結果、学生ひとりひとりに目が届く指導が行われます。ここでは教員から学生への一方的な教育ではな
く、課題に関する議論をしたり、勉学の成果をプレゼンテーションしたりする双方向の教育を重視します。
そして、学習のねらいや目的を明確にすることができ、科学的な思考法や論理性を効果的に身につけるこ
とができます。
　また、高いレベルの学力を身につけるため、自己学習の環境・設備の充実を進めています。インターネッ
トを活用した e-Learning や講義資料の入手が可能で、学生の個性やペースにあった勉強もできるように
整備されています。充実した教育・研究体制と自己学習の環境・設備を最大限に活用して、岡山大学理学
部で自ら学び、考えて、高い問題解決能力を身につけて欲しいと念願しています。
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Okayama University Faculty of Science

大学院博士課程

複合領域科学コース

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

自然科学研究科

1年次

理学の
基礎教育

博士前期課程
２年間

博士後期課程
３年間

教養教育

セミナー

系統的な
専門教育 卒業研究教養教育

基礎的な
専門教育

2年次 3年次 4年次

大学院進学

２学科以上の
幅広い
専門教育

演習・実習・実験 演習・実習・実験
ゼミ

演習・実習・実験
ゼミ

理学部の学部４年一貫の教育システム

■取得できる教育職員免許状・資格

学科 免許状の種類 免許教科 資格

数学科
中学校教諭一種免許状 数学

学芸員 
（任用資格）

高等学校教諭一種免許状 数学、情報

物理学科
中学校教諭一種免許状 理科
高等学校教諭一種免許状 理科、情報

化学科
生物学科
地球科学科

中学校教諭一種免許状
高等学校教諭一種免許状

危険物取扱者（甲種）受験資格

測量士補
理科
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壮麗な現代数学の世界の探検

■ ■ 卒論テーマの紹介

数学科では、次のような学生を求めています。

http://www.math.okayama-u.ac.jp/math-j.html

数学科 Department of Mathematics

■ 特徴

 大学において数学を学ぶための基礎学力を備えている人
 数学に対するセンスをもち、また愛情にあふれている人
 自らの考えを論理的に表現できる人

「合同数と楕円曲線」　「デデキント和と相互法則」　「ラマヌジャンの精神による式変形」　「有限群の表現に関するマシュケの定理」
「ヒルベルト空間における射影定理」　「２階放物型微分方程式の最大値原理について」「熱方程式の初期値問題」
「非圧縮流体のナビエ・ストークス方程式」「測度空間の完備化」「擬等長写像と双曲性」「リーマン多様体上の接続と測地線」
「正多面体に関するオイラーの定理」「球面の平行化可能性について」「高次元ホモトピー群について」「幾何学的群論」
「ダイヤモンドの原子配列の数学的実現」「カントール集合について」「ゲーデルの不完全性定理」「第一＊原理」
「ソートの各種アルゴリズム」

■ アドミッションポリシー

　数学科では、数や空間をはじめとする現代数学の諸概念と、それらの調和があやなす美しい理論の体系を学びます。
基礎から無理なく学べる独自のカリキュラムを設け、コンピュータを用いた情報関連科目の教育にも力を入れています。
1学年20余名の仲間とともに4年間学ぶ中で生まれる親密な雰囲気と、14名の教員によるきめ細かな指導も本学科で学
ぶ大きなメリットです。数学の学習を通して得られる柔軟な発想力や論理的思考力は、情報化され激しく変化する現代社会
を生きて行く上でも、心強い味方となるでしょう。

学
科
紹
介
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学
科
紹
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Okayama University Faculty of Science

学
科
紹
介

●就職先の一例／鷗州コーポレーション •両備システムズ • 富士通 • NECシステムテクノロジー •みずほ情報総研 •中学校教員 •高等学校教員（岡山県など）

■微分積分学Ⅰ・Ⅱ
■線形代数学Ⅰ・Ⅱ
■数学演義Ⅰ
■数学演義Ⅱ
■数学演義Ⅲ

■微分積分学Ⅲ
■代数学基礎A・B
■幾何学基礎A・B
■解析学基礎A・B
■情報処理論
■離散数学Ⅰ
■情報数学Ⅰ

■微分積分学Ⅲ演習
■代数学基礎A演習
■代数学基礎B演習
■幾何学基礎A演習
■幾何学基礎B演習
■解析学基礎演習

■情報数学Ⅱ
■情報数学Ⅲ
■確率・統計
■情報化社会論
■情報数学インターンシップ
■数理科学演習　

■代数学
■代数学演習
■幾何学Ⅰ・Ⅱ
■幾何学演習
■解析学Ⅰ・Ⅱ
■解析学演習
■離散数学Ⅱ

■代数学特論Ⅰ
■代数学特論Ⅱ（情報）
■幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
■解析学特論Ⅰ
■解析学特論Ⅱ（情報）
■数学情報課題研究

　多くの学生が大学院に進学し、より専門的な数学の研究へと進みます。次いで多いのは教員を志望する学生です。数学
科では中学校の数学教諭と、高等学校の数学および情報の教諭免許を取得することができます。数理的素養を生かすべく、
メーカーやソフトウェア、情報関連の企業に就職する学生も多くいますし、予備校や出版の仕事で数学の知識の活用を考
える学生もいます。また、市区役所や銀行等も比較的多い就職先として挙げられます。毎年、担当の教員が学生諸君の就
職に関する相談に乗り、企業とも連携して活動のサポートにあたっています。

■ ■ 卒業後の進路

　一般教養科目とともに、大学で数学を学んでいく上で基礎とな
る事柄を習得します。講義に加えて演習の時間が設けられており、
具体的な問題を通して理解を深めるとともに、論理的に考え・表
現する力を鍛えます。

　本格的な数学の学習への基礎を幅広く固めます。代数・解析・
幾何の各分野に加えて、コンピュータ・ネットワークの基礎に関
する科目があります。演習の時間も多くなり、教員との交流も増
えるでしょう。

　より高度で専門的な科目を学びます。少人数のセミナー形式で
一冊のテキストを輪講する「数理科学演習」などを通して、徐々
に専門分野を絞っていきます。情報処理・プログラミングに関す
る実践的なスキルもこの学年で学びます。

　担当教員の指導のもと、自分の学びたい分野に関して深く掘り
下げる「課題研究」が中心になります。これは４年間の総まとめ
であると同時に、大学院に進学したり社会に出て活躍していく上
での足場となるでしょう。

■ 教　育　方　針（専門科目の紹介）

1年次 2年次

3年次 4年次

■
数
学
科

D
epartm

ent of M
athem

atics

7

（過去5年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　29ページもご覧下さい。

談話室（若手教員）
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学
科
紹
介

在学生からのメッセージMessage from

中本沙智子　3年次生　（山口県立豊北高等学校卒業）　

　私は物事をとことん追求するのが好きです。小学校から高校に至るまで、公式をたくさん使って問題を解
いてきました。ですが、公式を使うことより、何故それが成り立つかの証明のほうにより惹かれていたよう
に思います。
　自然数は神が創造し、それ以外の数は人間が作り出したと言われています。無という意味の０も、負の数
も、２乗すると－１になる虚数も…。このような様々な数に関して、特に１９世紀以降、数学は多くの事実
を知りえ、そうして、現在の私達に問い掛け続けています。
　数学科では、便宜上、代数、幾何、解析に分かれて個々に細かく突き詰めて考えていきます。数学とは何
なのか？　私達はそれを探し求めているのです。
　理学部は、特に数学科はオタク揃いの男の子ばかりと思われがちです。でも意外と女の子もいるし、みん
な個性的で温かく、家族のようです。
　皆さんも風変わりな教授の授業を受けてみませんか？　きっと大切な何かを得られるはずですよ。

代数・計算数理科学 空間数理科学

　幾何学・大域解析学は、我々の住む空間の概念を拡
張した「曲がった空間」を研究対象とします。位相数
学は、自由に伸び縮みできる柔らかい世界の幾何学で
す。空間数理科学はこのように幾何的な対象を、代数
学、解析学などの道具を駆使して研究する分野です。
例えば地球はほぼ丸い球であり、球面の２点を結ぶ最
短線は大円（球の中心を通る平面で球面を切ったとき
にできる円）ですから、日本からヨーロッパへ飛ぶの
に北極回りになるわけですが、正確に言うと地球は赤
道部分が膨らんだ「楕円面」という形をしており、そ
こでの最短線は、もはや平面で切った曲線ではありま
せん。それではどういう曲線が最短線なのでしょう
か？　また例えば、針金で輪を作って石鹸水に浸け
ると膜ができます。この輪を少し捻ってやると、石
鹸膜はどんな形になるでしょう。そしてさらにひど
く捻っても石鹸膜はできるのか？この分野ではこん
な問題の答えを追求します。上の絵は、この石鹸膜
と「同じ種類」の曲面で、極小曲面と呼ばれています
(3D-XplorMath による）。

【代数学とは？】
　数や行列のように演算を持った集合を一般に「代数系」
と呼びます。代数学とは代数系の学問であるとも言えます。
数に関する様々な問題を扱う「整数論」や、図形を「環」と
呼ばれる代数系と結びつけて調べる「代数幾何学」は代数
学の代表的なテーマです。代数系は自然科学の諸分野に
おいても、周期性や対称性を記述する概念として広く活躍し
ています。代数系のこうした側面に注目した研究は「表現論」
と呼ばれます。

【１＋１＝０？】
　０と１だけからなる代数系もあります。上の表が何を意
味するか分かりますか？この単純で奇妙な代数系は、当時
１９歳の天才数学者ガロアによって代数方程式に関する深
い定理と結びつけられました。１９世紀に誕生したこの「ガ
ロア理論」は、今日でも最も美しい数学理論の一つとされ
ています。また、整数論や代数幾何学の最先端の結果を
動員して近年やっと証明された「フェルマーの最終定理」は、
３５０年もの間未解決の予想でした。
　代数学には時代を越えて色褪せない数学の美しさと奥深
さが詰まっています。

代数学では「演算」に注目して数学を研究し
ます。計算数学は計算機を用いて具体的な
計算や証明への応用を目指します。
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Okayama University Faculty of Science

Message from 卒業生からのメッセージ

菅田　慶  広島商船高等専門学校　講師  平成12 年数学科卒業　平成18 年大学院自然科学研究科博士後期課程修了

解析・汎用数理科学

　世の中の刻一刻と変化する様々な現象を理解する際に、
強力な数学的道具となってきたのが微分方程式と呼ばれる
未知関数とその導関数の関係式として書かれている方程
式です。
　例えば波、光、電磁気、流体の運動、熱の拡散現象、
シマウマの縞模様や貝殻の模様などを記述するには、時
間変数と空間変数を独立変数とする偏微分方程式というも
のが必要となり、この解析のために微分積分を発展させた
ルベーグ積分論、フーリエ解析、関数解析、超関数論な
どの解析学の新しい分野が生み出されて来ました。
  またブラウン運動などのランダムなノイズが入った微分
方程式は、伊藤清博士により確率微分方程式の理論として
定式化されました。この理論は偏微分方程式の解析にも
新たな視点を与え、現在では数学の他分野だけでなく金
融工学を始めとした様々な応用分野でも盛んに用いられて
います。
　このように、解析・汎用数理科学は微分方程式で記述さ
れた数理現象を解析学、確率論などの道具を駆使して研
究する分野です。

体とガロア理論

環と加群

対称性と群

線形代数学
行列、ベクトル、
固有値、

ジョルダン標準形

位相幾何学
基本群、
被覆空間

多様体論
リーマン計量

曲線・曲面論
基本形式、曲率

位相空間論
距離空間、開集合、
 連続写像、
コンパクト空間

関数空間
ヒルベルト空間、
積分作用素

測度論
可測集合、
ルベーグ積分

古典数学の華
複素関数論

微分積分学
収束と極限、
εδ論法、
偏微分、

リーマン積分

離散数学
組合せ論、
グラフ理論 物理との接点

微分方程式

コンピューター実習
パソコン操作、
プログラミング、
ネットワーク知識など

集合論
濃度、対角線論法、
ツォルンの補題

卒 業 研 究
可換環・代数幾何・表現論・整数論・トポロジー・
微分幾何・微分方程式・確率論・数理物理など

数学科カリキュラム（概念図）
基礎から着実に積み上げることで
卒業研究の建物が完成します

集合と写像、  論理記号、 初等整数論、 数学英語
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　高校数学を極めたと天狗になっていた私は、数学科入学後、その鼻をへし折られました。「イプシロン？デ
ルタ？」「定理、証明、定理、証明…」。挫折しそうになりましたが、徐々にその面白さに気付き、数学にの
めり込んでいきました。理論を構築した先人の英知を最初から辿っていくことは素晴らしいことです。そこ
には、高校数学では味わうことのできない感動があります。私は数学の楽しさを教えたいという思いから、
在学中に教員免許も取得しました。現在は教員の仕事をしながら数学の研究も続け、問題に取り組んでいます。
数学を学んでいく中で得たものは何か。抽象的ですが、人生において何事にも応用の利く思考力だと思います。
しかし、それは後からついてきたもので、それ自体が目的ではありませんでした。「数学が好き」「もっと学
びたい」、数学科を志望する目的はそれで十分だと思います。皆さんも数学科へ来て、思う存分数学を楽しん
でください。



学
科
紹
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 自然科学の基礎としての物理を学び、研究し、社会で生かしたいと考える人
 基本法則から自然現象を理解し説明したいと考える人
 知識を発展させ、実際に使ってみたいと考える人
　 物理学の研究では、学力・知識だけでなく、自然界の基本原理と法則の探求に対する好奇心と情熱、そして、日々 
の努力が重要です。共に物理学の探求について語り合える熱意ある学生達が集まることを期待しています。

　物理学科では最初に物理学の基礎 (力学・電磁気学・統計力学・量子力学など )を学びます。三年次からは磁性、
超伝導そして相対論、素粒子物理学などの専門的な授業が始まり、四年次には実験系または理論系の研究室を選択し、
卒業研究を行います。さらに高度な研究は大学院で行われることになります。研究分野は物質科学から宇宙・素粒
子まで多岐にわたり、研究手段も理論や実験、コンピュータ利用など様々な形があります。これらの中で学生各自
が興味と長所を生かした研究分野を見つけ、最先端の物理学研究の世界へ進んでいくことになります。

自然界の基本原理と法則を求めて

物理学科では、次のような学生を求めています。

Department of Physics

http://www.physics.okayama-u.ac.jp/index_j.html

■ 特徴

■ アドミッションポリシー

■■  卒論テーマの紹介

物理学科

「高感度反電子ニュートリノ検出器開発」「原子核・ニュートリノ相互作用の研究」
「ガドリニウム水チェレンコ検出器のシミュレーション研究」「高圧実験によるSmOs4Sb12の多極子秩序状態の検討」
「MFI ゼオライトに吸着した酸素分子クラスターの磁性」「鉄系高温超伝導体 LaFeAsF のドーピング効果」
「鉄ニクタイドにおける新超伝導体の探索」「CaFe2As2 の化学圧力による超伝導発現」
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■情報物理学実験Ⅱ
■量子力学Ⅰ・Ⅱ
■熱力学
■量子力学演習Ⅰ
■力学3
■物理数学2

■物理学実験
■統計力学Ⅰ・Ⅱ
■量子力学演習2
■統計力学演習1・2
■量子力学Ⅲ
■相対論的量子力学
■コンピュータ物理学1・2
■情報システム科学

■シミュレーション物理学
■固体物理学1・2・3
■相対性理論
■素粒子物理学
■情報物理学特別課題研究
　（早期卒業生対象）

■原子核物理学
■情報化社会論
■情報物理学課題研究
　（卒業研究）

　物理学科卒業生の多くは大学院に進学します。近年企業の求人でも修士卒の条件がつけられるケースも多く、現在およそ8割の学生が
修士課程に進学しています。就職先は多岐の業種にわたっています。物理学は幅広い工学の基礎理論でもあるので、製造業や情報関連
企業への就職が多い傾向があります。また、中学・高等学校の教員(理科、情報)や公務員を目指す学生も多くいます。物理学科で培わ
れたものごとの基本的原理から考えるやり方は、多くの業種で求められており、現在たくさんの卒業生が様々な業種で活躍しています。

●就職先の一例／横浜ゴム・中国電力・東芝・富士写真フィルム・京セラ・日本電気・高等学校教員

■情報物理学実験Ⅰ
■力学1・2
■電磁気学Ⅰ
■力学演習1　
■力学演習2
■電磁気学演習1
■量子論入門
■物理数学1

■情報物理数学
■振動波動
■情報化と職業倫理
■電磁気学Ⅱ・Ⅲ
■電磁気学演習2
■相対論入門

■■  卒業後の進路

　熱力学、統計力学、量子力学等、1年次に引き続き物理学の基
礎を学びます。物理学実験とコンピュータ実習を行い、物理学科
の物理学実験に必要な素養と、情報処理に不可欠な知識と技術を
修得します。

　素粒子宇宙物理学実験、物性物理学 ( 理論、実験 ) の中から、
本人が希望する研究室に配属され、各研究室で主に卒業研究に専
念します。研究分野の豊富さ、選択肢の広さは国内の物理学科の
中でも有数な規模を誇ります。

　大学の物理の素養に必要な英語力、数学力、物理学実験法を身
につけます。また物理学の基礎としての力学、電磁気学を学びま
す。「少人数セミナー」では研究室で行われている最先端の研究
とのつながりが見えやすいよう工夫されています。

　統計力学、磁性、超伝導そして相対論、素粒子物理学などの専
門的な授業が始まります。物理学実験では物理学科で行われる研
究に則したより実践的な実験を少人数で行い、4年次からの研究
室配属に備えることが出来ます。

3年次

1年次

■ 教　育　方　針（専門科目の紹介）

2年次

4年次

■
物
理
学
科
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在学生からのメッセージMessage from

有馬　和宏　　4年次生　（山口県立徳山高等学校卒業）

12

宇宙・素粒子物理学
究極の自然法則を追求し、
宇宙の起源の謎の解明にも迫る。

　スーパーカミオカンデ実験

極低温実験に用いる希釈冷凍機

磁性・超伝導などの物質科学
新しい磁性・超伝導の探索とその原理の解明をめざす。

放射光科学
最高性能の放射光による
ナノサイエンス・新量子機能材料科学。

学内施設を用いたX線の実験

　みなさんは物理学というものに対してどのようなイメージを持っていますか？宇宙、電気など人それぞれのイメージがあるでしょう。僕
自身は高校生の時に超伝導という現象を知って、この現象についてもっと調べてみたいと思って物理学科に興味を持ちました。
　岡山大学物理学科では、物理学における様々な分野の研究が、様々な手法を用いて行われています。それぞれの分野で、実験を行い解
析したり、コンピュータを用いて理論的に研究したりと物理へのアプローチの仕方はいろいろですが、それぞれどの研究にも共通のゴー
ルが待っています。それは、自然界の基本的な成り立ち、現象を解明しようというゴールです。僕は今まで3 年間物理学科で勉強してい
ますが、最初は量子力学など高校とは違う物理に少し戸惑いました。しかし、先生たちが熱心に指導して下さるので心配はありません。
そして1つずつの授業をしっかり学んで積み重ねていくことが、4 年生になって研究を始めていくときに大切な知識となって役立つのだと
今はそう感じています。
　今年からは僕たちは 4 年生になり、研究室に配属され個人の研究が始まります。僕自身の目標としてはこれからの卒業研究、更に大学
院に進学して、上に挙げた超伝導の謎に挑戦したいと思っています。皆さんも岡大物理学科で一緒にに学んで物理の謎に挑戦しませんか。
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卒業生からのメッセージMessage from

片山　功多　 古河電気工業（株）　平成17年物理学科卒業　平成19 年大学院自然科学研究科博士前期課程修了
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　素粒子物理学は、物質を構成している最も基本となる粒子は何か、素粒子の
世界を支配する究極の自然法則は何か、を探求する学問です。そして、この素
粒子の世界の法則は、宇宙の起源や進化の謎を解く鍵でもあります。高エネル
ギー加速器研究機構、米国フェルミ国立加速器研究所、などの加速器実験やスー
パーカミオカンデなどでのニュートリノ観測や宇宙背景放射観測用の超伝導検

出器開発のプロジェクトに参加し、学生ととも
に、実験装置の開発や実験データの解析に取り
組んでいます。また、岡山大学の「量子宇宙研
究センター」で行われているレーザーを用いた
新しい素粒子実験も推進しています。

宇宙背景放射検出用超伝導検出器

岡山大学設置の
 波長可変CWレーザー

　放射光利用は現代科学の革新的な技術革新のための重要な先導役の一つに

なっています。放射光の利用により、物質中の原子・電子の構造や特性を非常

に精度良く知ることができ、ナノサイエンスの研究や新しい機能性材料の開発

などにも大きく貢献しています。大型放射光施設SPring8 は岡山から近く、

岡山大学の教員や学生もSPring8 での実験を多く行っています。単なる施設

の利用でなく、世界最高輝度の性能を持つ放射光の利点を最大限に活用する新

しい測定方法の開発も担当しており、これまでの技術では不可能であった、物

理現象の原理の解明をめざしています。

　物質中の電子はクーロン相互作用により互いに影響を及ぼしあっています。

特に相互作用の効果が強い電子系は強相関電子系と呼ばれ、従来型とは異な

る風変わりな磁性や超伝導が発現するため、その特性や原理の解明のための

研究が重点的に行われ、新機能性材料としても注目されています。研究の舞

台として作成された新物質の特性の解明とともに、低温・高圧・強磁場の極

限環境になって現われる新現象の発見と理解をめざし、核磁気共鳴（NMR）

法など物質内部の情報を得るための測定方法も含め様々な手段による研究を

しています。また、薄膜や合金系など応用を視野に入れた研究も行っています。

高温超伝導体などの新物質の合成

大型放射光施設
SPring-8 での実験

　岡山大学在学中は、学部４年生から実験系の研究室に所属し、超伝導現象の物性について研究していまし
た。実験をしている時は徹夜になることもある忙しい研究生活でしたが、良い仲間と良い先生に恵まれ、非
常に充実した時を過ごせたし、本当に楽しかったです。学生時代に養った、人とのコミュニケーション能力
や探究力というのは、社会人になった今非常に役立っています。岡山大学は駅前にあり、立地条件もよく、
生活するには最適な場所だと思いますし、所属されている先生も物性物理から素粒子物理まで幅広い研究を
されていますので充実した大学生活が過ごせることは間違いありません。ぜひみなさんも岡山大学で学んで
みてください。
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　化学科は分子化学（物理化学）、反応化学（有機化学）、物質化学（無機・分析化学）の３大講座を有しており、
化学の広範な研究領域をカバーし、教育できる人材を配置しています。分子や分子集合体の幾何学的および電子的
構造の解析を行い、それらの結果に基づいて様々な新しい無機・有機化合物を合成し、その物性および反応性につ
いて分子レベルでの状態解析が可能な研究体制を維持しています。これらの領域の研究を通して、物質構造と機能
発現との相関を解明し、高機能性を有する新物質創製をめざしています。

　化学科では、化学の知識は長い間の人類の英知の結晶であることを理解し、広く社会に貢献できる確かな専門的
実力を身につけた人材を養成します。そのために、次のような人物像を求めています。
 化学および関連分野の基礎的事項を習得し、それらを体系的に組み立てながら化学の未知に挑み、その解明に貢
献しようとする人。
 新規な機能をもつ物質の創製や新しい化学的手法に基づいて、地球温暖化、環境問題、エネルギー資源など人類
が抱えている問題の解決に意欲をもつ人。

自然現象の理解と新しい物質の創造

■■  卒論テーマの紹介

■ 特徴

■ アドミッションポリシー

化学科
http://chem.okayama-u.ac.jp/
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Department of Chemistry

「シガトキシンCTX3CのH環部及びE環部の合成研究」「フォトルマジンBの合成研究」
「銅触媒のみを用いるアルキニルシランとヨウ化アリールの交差カップリング反応」
「トリフルオロアセトアミド置換キノリンの金属イオンに対する蛍光応答性」「イミダゾール基を含む配位子による新規かご型錯体の合成」
「疎水性ナノスペースに制約された銅イオンの水和構造」「K2NiF4 型 LaSrCoO4 複合体の作成と電気的性質」「キセノンを用いた多孔性炭素材料の吸着表面の解析」
「ESRスピントラッピング法を用いた抗酸化物質によるメチルラジカル消去能の評価」「フーリエ変換赤外分光によるNO3 ラジカルの測定と解析」
「準一次元 q-orientation モデルにおける相転移」「キャピラリー電気泳動法を用いた18- クラウン -6- エーテルによる各種アミンの包接反応の解析」
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■化学ゼミナールA・B
■課題研究

■固体化学
■界面化学
■化学実験Ⅰ・Ⅱ

■物理化学Ⅲ・Ⅳ
■量子化学Ⅲ・Ⅳ
■有機合成化学
■有機化学V・Ⅵ
■無機化学Ⅲ・Ⅳ
■錯体化学Ⅱ

■物理化学Ⅰ・Ⅱ
■量子化学Ⅰ・Ⅱ
■有機化学Ⅲ・Ⅳ
■無機化学Ⅰ・Ⅱ
■分析化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
■有機機器分析
■有機反応機構
■錯体化学Ⅰ

■化学英語
■有機化学Ⅰ・Ⅱ
■基礎化学実験
■化学数学Ⅰ・Ⅱ

　社会人として必要な教養を身につけるための教養教育科目と幅
広い自然科学の基礎知識を身につけるための専門基礎科目の履
修が大部分を占めます。また、研究実験に必要な基本的技術を習
得する実験科目もあります。

　教養教育科目、専門基礎科目に加えて、専門教育科目の割合が
増えます。物理化学、有機化学、無機・分析化学の３分野を中心
として、基礎的な内容からより専門的な内容へと、段階的に学んで
いきます。

　系統的な化学の講義も、より高度で専門的な内容となります。化学
実験では３分野全ての実験内容を学び、４年次の卒業研究に必要な基
礎知識と技術を修得します。これらの講義・実験を通じて自分の興味
ある分野が絞られ、3月には卒業研究を行う研究室を決定します。

　自分の希望する分野の研究室に配属され、１年間の課題研究（卒
業研究）を行います。課題研究では、研究に必要な知識、技術、方
法を学びつつ、専門分野の先端的研究に取り組みます。３月の卒論
発表会で１年間の研究成果を発表します。

　毎年約７割の卒業生は大学院に進学し、より深い知識の修得とさらに高度な研究に従事しています。化学科や大学院修了
後は、化学の知識と技術を有するスペシャリストとして、様々な化学系・医薬系企業の研究開発部門や製造部門への道が開
かれており、現在海外で活躍している卒業生も多くいます。また、高等学校教諭一種（理科）や中学校教諭一種（理科）の
免許も取得できるので、高等学校や中学校の教員をめざす学生も多くいます。

●就職先の一例／花王・エーザイ・三菱化学・旭化成ファーマ・住友化学・ジャパンゴアテックス・大正薬品工業・高等学校教員（岡山県など）
（過去5年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　29ページもご覧下さい。

■ 教　育　方　針（専門科目の紹介）

3年次

1年次 2年次

4年次

■■  卒業後の進路

■
化
学
科

D
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ent of C
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istry
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Message from

奥田　靖浩　4年次生　（鳥取県立鳥取西高等学校卒業）

16

Ｘ線回折実験より求めた、有機酸（安息香酸類）　　　
と塩基（キノリン）間に生じるO•••H•••N 水素　　　
結合に関する差電子密度図

　私たちの生活の中で化学はとても身近なものになっています。化学と言っても有機化学や無機化学など多
くの領域があり、化学科では様々な講義を受けたり、時には実際に実験を行ったりして化学の知識と技術を
修得しています。
　化学科の特徴は、少人数でいろんなことが学べ、特に “自分で答えを導く ”ことに重点を置いていることに
あります。時には仲間と協力することもありますが、ひとつひとつ小さなことを繰り返していくことで、今
自分が化学の道を進んでいると実感することができます。学科の中の雰囲気もとてもいいので、毎日充実し
た日々を送っています。
　卒業後の進路としても、化学を専門とする企業はとても多いですし、将来研究職をめざしたいと考えてい
る人には化学は向いていると思います。生活を支えているものを作り出すことはとても大変なことですが、
その点やりがいも大きいです。成績がよくなくても化学が好きな人、大歓迎ですよ !!

分子化学大講座
化学の全領域を貫く根本問題を
実験と理論によって解明する

物質化学大講座
元素の個性を活かした
材料の創成と機能の追求

反応化学大講座
触媒的有機反応の開発と
新たな医薬品や機能性材料の創出

化学反応を用いた医薬品の合成

高真空ラインを用いた無機化合物の合成実験
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Message from

廣津　昌和　大阪市立大学大学院理学研究科　講師　平成4年化学科卒業　平成9年大学院自然科学研究科博士後期課程修了
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　身の回りの製品を眺めてみると、私たちの生活が化学に取り囲まれていることに気づきます。大学の化学
科は、化学を通して豊かな未来を形作っていくための第一歩となります。化学の研究は宝探しに似ているの
ではないでしょうか。様々な困難が待ち受けていますが、それらを乗り越えて面白い現象を見つけたときは、
大きな感動に包まれます。岡山大学の化学科には、宝島の地図がたくさん用意されています。私自身、学生
のときはいろいろと失敗しましたが、そのたびに丁寧に教えていただき、一歩一歩着実に目的地に向かって
進むことができました。岡山大学は瀬戸内ののどかな雰囲気の中にあり、自分のペースでじっくりと研究に
向き合うことができます。その雰囲気が私にあっていたせいか、その後も気長に化学の研究を続けることに
なりました。自然の中で感性を磨き、新しいアイディアであなたの化学を切り拓いてみませんか？

　一般に物理化学（Physical Chemistry）と呼ばれるこの分野では、一個の分
子の性質、少数の分子集団（クラスター）の性質、そして多数の分子からなる固
体・液体の性質の解明に取り組んでいます。例えば、分子による光（電磁波）の
吸収・放出から、電子、振動運動、回転運動の状態を調べます。また、気相・液
相中における分子間に働く力（分子間力）から化学反応が進む方向の予測を試み
ます。さらには、無機・有機分子の結晶・アモルファス・液体における分子配列
の解明、物質の相変化（相転移）の研究、様々な化学反応に対する温度・圧力効
果の探求などを行っています。研究手法は、核磁気共鳴、Ｘ線回折、赤外レーザー、
分子シミュレーション、理論計算などを駆使したものです。

　「有機分子」は私たちの生活と密接に関係しています。例えば、抗生物質ペニ

シリンの発見は多くの感染症患者の命を救いました。有機ELの開発は私たちの

生活をより豊かなものにしました。反応化学大講座ではこれらに代表される医薬

品や機能性材料を創り出す研究を行っています。具体的には、有機金属錯体を巧

みに利用した触媒的有機反応の開発・生理活性物質の化学合成・多機能性蛍光物

質の創製に関する研究を行っています。新たな医薬品や機能性材料となる「有機

分子」を創り世に送り出し、そして科学の発展と生活の向上に大きく貢献したい

と考えています。

　私たちは、元素の周期表に挙げられている全ての元素を研究対象として、新し

い材料の開発とそれらの機能の解明を行っています。例えば、窒素のような安

定な分子と化学結合を形成することができる金属イオン交換ゼオライトや、個々

の分子が磁石として機能する単分子磁石は、次世代の触媒やメモリー材料として

の応用が期待できます。また、水中に含まれる微量元素を精密かつ迅速に分析

するための技術は、我々が安心して生活する上で不可欠です。私たちは、元素の

個性を深く追究しながら、便利で安全な未来を目指します。

カーボンナノチューブ内部に閉　　　
じ込められた水の凝固の分子シ　　　
ミュレーション

カラムクロマトグラフィーによる　　　
有機化合物の分離精製

合成した遷移金属錯体のサンプル
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生命現象の基本原理の理解を目指す

生物学科では次のような学生を求めています。

①生物学に興味を持ち、積極的に生物に関する基礎知識を学び、様々な生命現象の本質を理解する意欲がある人

②個人が持つそれぞれの独創的な発想能力を活かして研究を推進したいと思っている人

③生命科学研究の知識、解析技術や考え方を社会で活かしたいと考えている人

　動物、植物、バクテリアなど、地球上には多様な生物が存在し、それぞれ特徴的な性質を備えています。一方、
その多様な生物を細胞や分子のレベルまで詳しく解析すると、生物に共通するしくみが見えて来ます。生物学は、
このような生命現象の多様性と共通性を多面的な視点から解析する学問です。生物学科では、様々な生物を材料に、
基礎生物学に関する様々な分野（分子、遺伝、細胞、発生、神経、内分泌、光合成、遺伝子発現、環境、進化など）
で最先端の研究を進めている教員の指導のもと、生命現象の原理の理解を目指し、その成果を世界に発信しています。

「ヒトヨタケにおける遺伝子破壊の効率を高める試み - ku70の RNA干渉と rad51の過剰発現の効果 -」 
「光化学系Ⅱの quality control：熱ストレス下における脂質過酸化と光化学系Ⅱタンパク質の損傷との関係」
「シロイヌナズナの表皮欠損変異が器官分化に与える効果の解剖学的研究」「ヒスチジンタグを融合した光化学系Ⅰ複合体のアフィニティクロマトによる精製」
「サルモネラ fl iA オペロンの自己活性化に関する研究」「体細胞間期核を用いたPhytophthora infestans の倍数性解析」「転写制御因子Dveと遺伝的相互作用を示す新規因子の探索」
「ゼブラフィッシュの脳における新種アストロサイト（Type Ⅲ）の発見とその分布」「雌コオロギの精包食いと雄の監視行動によるその抑止効果」
「フタホシコオロギ脳・腹部最終神経節および末梢組織における時計遺伝子 period，timeless のmRNA発現の時間的制御」「マウスメラノコルチン３受容体遺伝子プロモーターの解析」
「好熱性シアノバクテリアにおける光化学系 II 結晶の分解能向上及び，Δ psbU変異株の構造と機能の解析」「ショウジョウバエの蛹化のタイミングを決定するBlimp-1 と FtZ-F1 の変態初期における発現パターンの解析」

生物学科 Department of Biology

http://www.biol.okayama-u.ac.jp/index.html

■ アドミッションポリシー

■ 特徴

■ ■ 卒論テーマの紹介
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　外国語を含む様々な一般教育科目を履修し、生物学を修めるため
に必要な基礎知識を学ぶとともに、大学での学問の仕方を身につけ
ます。また、生物学に関する基本的な科目を履修し、２年次以降に履
修する専門的な科目に備えます。

　一般教育科目に加えて基礎的な専門科目を履修します。生物を個
体、細胞、分子といった様々なレベルから解き明かす多彩な講義が
開講されます。また、生物学に関する基礎的な実験も行い、基礎知
識や技術などを身につけます。

　講義内容は各教員の専門分野に近い高度なものになり、実験
でも専門的な内容を扱います。各研究室のゼミに参加出来る「生
物学ゼミナール」を受講して、具体的に自分の進みたい分野を絞り、
卒業研究を行う研究室を決定します。

　研究室で行う卒業研究を通じ、各分野での専門的な知識や手法、
考え方を身につけるとともに、生命科学のどのような分野でも研究を
遂行出来る能力を涵養します。４年次の最後には卒論発表会で一年
間の研究成果を発表します。

　生物学科の卒業生の半数以上は大学院に進学します。進学後は卒業研究の内容をさらに発展させ、専門分野での知識を深
め、さらに専門外の分野へも目を向けて科学的な考え方を磨くことで、社会にとっての実戦力として、また、研究者への第
一歩を踏み出す者としての自己の実現を目指します。学部卒業後あるいは大学院修了後は、食品・医薬・農畜産関係などの
研究／開発／営業職、中学・高校の教員など、生物学科で得られた経験、知識を活かした職に就く者もいれば、養った能力
を活かして金融、流通、情報関係などの全く新たな分野に挑戦する者もいます。

●就職先の一例／常盤薬品工業・武田薬品工業・大正製薬・キリンビール医薬カンパニー・味の素・山田養蜂場・永谷園・高等学校教員

■基礎生物学演習Ⅰ・Ⅱ
■現代生物学Ⅰ・Ⅱ
■分子生物学Ⅰ
■植物生理学
■保全生態学演習

■細胞生物学Ⅰ・Ⅱ
■生化学Ⅰ・Ⅱ
■遺伝学Ⅰ
■発生生物学Ⅰ
■植物発生生理学
■行動生物学
■系統分類学
■免疫生物学

■生体制御学Ⅰ
■神経行動学
■分子遺伝学Ⅰ・Ⅱ
■生物学実験 A・B
■臨海実習Ⅰ

■遺伝学Ⅱ
■発生生物学Ⅱ
■発生分子機構学
■動物生理学
■分子生物学Ⅱ
■生体制御学Ⅱ・Ⅲ
■進化生物学
■細胞生物学Ⅲ

■生物物理学Ⅰ・Ⅱ
■神経生物学Ⅰ・Ⅱ
■生化学Ⅲ
■放射線生物学
■生物英語演習
■生物学ゼミナールA
■生物学実験 C・D
■臨海実習Ⅱ・Ⅲ

■生物学ゼミナールB
■課題研究

■■  卒業後の進路

■ 教　育　方　針（専門科目の紹介）

1年次

3年次

2年次

4年次
■
生
物
学
科

D
epartm

ent of Biology

19

（過去5年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　29ページもご覧下さい。
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Message from

生命現象の全体像の解明　
～バクテリアをモデル生物として～

“ 植物の発生分化のしくみを
  分子レベルで明らかにする”

　私たちのからだを構成するタンパク質は、アミノ酸が重
合して出来た高分子です。アミノ酸配列の情報はDNA 上
に記述されており、その情報、すなわち遺伝情報はまず
mRNAへと「転写」され、ついでタンパク質へと「翻訳」
されます。
　翻訳において中心的役割を担うのはRNAとタンパク質
からなる巨大複合体、リボソームです。2009 年のノー
ベル化学賞がリボソームの構造と機能の解析に対して授
与されたことは記憶に新しいところです。リボソームは
mRNA 上の「開始シグナル」に結合し、そこからタンパ
ク質分子を合成しながらmRNA 上を進み、「終結シグナ
ル」に到達して翻訳を終結します。私たちは最近、翻訳終
結に関係する新しい因子を大腸菌から見出しました。この
因子は、mRNA が本来持つべき「終結シグナル」に欠陥
があり、通常の翻訳終結が出来ない時にはたらく、これ
まで知られていない特殊な因子でした。このように、単純
な生物とされるバクテリアの中でも、特に解析が進んだ
大腸菌においてさえ、まだまだわからないことが数多く残
されています。私たちは分子遺伝学的アプローチでそれら
を解明し、生命の全体像を理解することを目指しています。

生物って不思議！
　睡眠中に夢を見ている時、頭の中では何が起きているのだろう？楽しい、悲しいなどの感情はどこから生
まれてくるのだろう？高校生の時いろんな疑問を持ち、それらを探求したくて生物学科に入学しました。大
学ではサークルに入って盛んに活動する一方、興味を持っていた内容は勿論それ以外にも多くの内容を学
びました。細胞という小さな世界で壮大なドラマが繰り広げられていることに今も魅せられています。岡山
大学理学部では早期卒業制度が設けられており、もっと多くのことを学びたいという学習意欲の高い学生
が次のステップへ進むためのバックアップをしてくれています。私はこの制度のおかげで３年生後期から希
望する研究室に所属することになり、毎日充実した研究生活を送っています。今、生物について疑問と興味
を持っているあなたと一緒に学べることを楽しみにしています！

成　慶香　4年次生　（大阪朝鮮高級学校卒業）
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　植物のからだを構成する根、茎、葉、花などの器官は、
表皮や柔細胞、維管束組織といった様々な組織や細胞か
らできています。これらの多細胞からなる器官が一定のパ
ターンで正確に作られるのは、適材適所に遺伝子の発現
を制御する調節因子タンパク質が働き、その指令に従って、
未分化な細胞が特定の役割を持った細胞へと分化するか
らです。私たちはこうした細胞分化の鍵となる因子を見つ
け、植物のからだ作りのしくみを分子レベルで明らかにす
る研究を行っています。近年、突然変異株を出発材料と
する遺伝学的な解析に適したモデル植物として、シロイヌ
ナズナが盛んに用いられ、多くの生理現象の分子メカニ
ズムが明らかにされてきました。私たちの研究室では、早
くからシロイヌナズナの有用性に注目し、表皮細胞分化の
しくみの解明や、茎の伸長に関わる生理活性物質（ポリア
ミン）の発見などで、先駆的な成果をあげています。
　これらの研究活動は、農作物への応用が期待される植
物科学の一端を担うだけでなく、動植物を問わず生命と
は何かという究極の難問へ解答の手がかりを与えるもので
あり、また、生きているとはどういうことかについて、学
生の皆さんが自ら考える貴重な機会でもあります。

研究に用いているシロイヌナズナ Arabidopsis thaliana の野生型
（左）と表皮細胞が分化しない突然変異株（右）の芽生え。突然変
異株の単離は､ さまざまな生理現象や発生分化のしくみを明らかに
する手がかりとなります。
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Message from

昆虫の体内時計のしくみを探る
主な研究材料と研究内容

田中　福人　清心女子高等学校　教諭　平成17年生物学科卒業

キイロショウジョウバエ脳内時計ニューロン（A）と、その時計タ
ンパク質による免疫染色像（B，C）

主な研究内容

代表的な研究材料
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　高校生のときに生物に興味をもって以来、生物についてもっと色々なことを知りたいと思い、理学部生物
学科を選びました。岡大では現代の生物学について学ぶことができます。高校の教科書を読むだけでは分
からなかった、新しい生物の姿を知ることができます。様々な講義・実習・研究を通して現代生物学を学ん
だ今、生物学に対する興味はさらに深まっています。ゲノム研究からポストゲノム研究へと、日々進歩する
生物学は、まさに生きている学問であり、一生をかけて学ぶ価値のある学問です。高等学校教諭として就
職した今も、現代生物学の歩みに注目し、生物の面白さを次世代に伝えようと日々頑張っています。様々
な点で今まさに成長期にある高校生の皆さんと同様、急速に成長している生物学を岡大でぜひ学んでほし
いと思います。そこにはきっと、期待していた以上の感動が待っていると思います。

　サーカディアンリズムは、日周期への適応としてほとん
どの生物に共通にみられる約２４時間の周期性で、動物で
は行動や感覚、内分泌や代謝などに顕著に現れます。こ
のリズムを制御する体内時計は、時計遺伝子とよばれる
数種の遺伝子の働きによって動いていると考えられていま
す。私たちはコオロギ類を始めとして数種の昆虫を用いて、
各種時計遺伝子をクローニングし、その発現リズムを調
べるとともに、RNA干渉法を用いて各時計遺伝子の役割
を解析し、昆虫体内時計の振動機構の解明を目指した研
究を進めています。また、昆虫の多くは、季節への適応と
して日長によって発育や休眠などの生理状態を調節する
性質、すなわち光周性を示します。体内時計はこの光周
性にも関わっています。私たちは、時計遺伝子の発現を手
がかりにして、光周性の機構を分子レベルで明らかにする
研究を進めています。これらの研究を通して、生物が環境
に適応する仕組みの理解を深めることができると考えて
います。
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「野外調査で得られる堆積岩や化石を用いた古環境復元」「地表面－大気相互作用の研究」「東アジアの異常気象」
「地震波と高温高圧実験による地球内部の研究」「活断層、地震活動にもとづく地震危険度評価」「マグマの起源と性質」
「超高圧変成岩とプレートテクトニクス」「鉱物の構造と生成環境」「隕石など地球外物質と太陽系の起源」
「岩石中の有機物や化学合成生物から見た生命活動の歴史」「メタンハイドレートや海底熱水鉱床の起源」「惑星大気の観測的研究」
以上に関連するテーマについて、野外調査、分析・実験、計算機シミュレーションによる研究を行います。

　地球科学科で行っている教育の特徴は以下の4点です。
１）高校で地学を履修していなくても基礎から学べるカリキュラムを編成
２）自然を対象としたフィールド（野外）調査の実際を体験する地質調査法実習など野外での指導も充実
３）地球科学の全般を網羅した偏りのない教育スタッフ陣による充実したカリキュラム
４）就職や留学時に必要な英語力の育成を目指した英語教育や各種英語自習システム

我々はどこから来て、どこへいくのか

地球科学科では、以下のような学生を求めています。
　  理科・数学の基礎的な学力があり、地球の歴史と地球の内外で起こる諸現象に強い関心を持っている人
　  幅広く柔軟な思考ができ、課題の解決に意欲を持っている人
　地球科学科では、野外での観察や観測、屋内での実験やコンピュータシミュレーションなど様々な実習・実験が
行われます。それらをいとわない元気な学生の入学を希望します。

http://www.desc.okayama-u.ac.jp/

地球科学科 Department of Earth Sciences

■ アドミッションポリシー

■ 特徴

■■  卒論テーマの紹介
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●就職先の一例／気象衛星センター・気象庁・国土防災技術・ウェザーニュース・岩水開発・地熱エンジニアリング

■地球科学ゼミナールⅡ・Ⅲ
■鉱物結晶学実験
■地質図学実験
■顕微鏡岩石学実験Ⅰ・Ⅱ
■鉱物結晶学
■基礎岩石学
■地球発達史

■地球科学ゼミナールⅠ
■現代地球科学Ⅰ・Ⅱ
■地球情報処理論
■地球科学巡検Ⅰ

　卒業後は、多くの先輩たちはさらなるスキルアップや、研究を進めるために岡山大学大学院へ進学しています。それは、
最近では大学院に進学せずに就職を希望する場合、専門性の高い業種への就職は難しいこととも関係しています。学部卒業
後の就職先としては、岡山県内および近隣県の中小企業が多くなっています。一方、大学院博士前期課程修了後の就職先に
は大手企業も含まれ、海外で活躍する先輩たちもいます。専門を生かした就職先としては、地質・建設コンサルタント、気
象関係、資源開発、海洋調査、防災関係といった業種です。その他、国や地方の公務員、中高の教員となる人もいます。

■変成論
■地球内部物性論
■地震波動論
■大気物理学
■火成論
■地球変動論
■地形学
■地球惑星物理化学

■固体地球物理学
■宇宙と地球の化学
■地球化学熱力学
■大気物質循環論
■地球惑星内部物理学
■生物地球化学
■地球惑星システム科学

■無機地球化学
■海底地質学
■沿岸の地球科学
■微量元素・同位体地球化学
■地質調査法実習
■地球科学巡検Ⅱ
■地球科学ゼミナールⅣ
■地球物理学演習

■地球科学輪講
■課題研究

■地球物理学実験
■地球化学実験
■測量地理情報学実習
■地球物質反応論
■地球統計学
■地球流体力学

　まずは、一般教養を学ぶ教養教育科目と地球科学の基礎を学ぶ
ための地球科学入門コースとして現代地球科学Ⅰ・Ⅱが開講されま
す。あわせて、理学部他学科の専門基礎科目を履修します。
　教室内で行う講義だけでなく、1年次から巡検と呼んでいる野外
での実習が行われます。上段の写真は巡検で恐竜化石を発掘して
いる様子、下段はゼミナールの様子です。

　教養教育科目を引き続き履修する必要がありますが、地球科学の専門
科目を学んでいくための基礎的な講義が開講されます。また、地球の表
層を構成している物質である岩石や鉱物の基礎的な観察法や、地図の読
み方、地質図の作図に関する演習・実験も2年次より指導が始まります。
　写真は、「顕微鏡岩石学実験」の様子です。硬い岩石を薄く削って岩
石顕微鏡で観察することで岩石の生い立ちを知ることが出来ます。

　3年次からさらに専門的な講義を履修します。この頃から4
年次で取り組む課題研究（卒業論文）を見据え、それに必要な専
門科目や関連する分野の講義を選択し、履修します。実験や実習
もより高度化し、難しくなりますが、良い結果が得られたときの
充実感もひとしおです。自分の進みたい道もこの過程で見つかる
ことでしょう。写真は地質調査法実習の一コマです。

　3年次末に4年次で取り組むことの出来る課題研究テーマが提示され、学生
同士で調整の上、各研究室に配属されます。研究室では大学院生とともにその
分野の最前線についてゼミ形式で学ぶ輪講が行われます。
　各学生は、野外での観察・観測を通じて得た試料・データを用いて理学部に
設置された各種分析装置による分析やコンピュータシミュレーションを行い、
課題研究を進めます。1月にはその成果を発表し、卒業審査を受けます。

■■  卒業後の進路

■ 教　育　方　針（専門科目の紹介）

3年次

1年次 2年次

■
地
球
科
学
科

D
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ent of Earth Sciences
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（過去5年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　29ページもご覧下さい。

4年次



気象・気候変動気象・気候変動

生命・進化生命・進化地震・活断層地震・活断層

物質・材料物質・材料環境・資源環境・資源
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Message from

　地球の神秘を探る　神秘：人間の知恵では計り知れない不思議なこと
　空を見上げてみましょう。皆さんが毎日見ている空、なぜ青いのでしょうか。宇宙は真っ暗なのに。地面
を見てみましょう。その辺に転がっている石、なぜ様々な色、形をしているのでしょうか。周りを見てみま
しょう。なぜ地球には多様な生物がいるのでしょうか。皆さんも子供の頃「なぜ？」と思い、興味を持った
はずです。地球科学科ではこのような “地球 ” の神秘について学びます。
　学問の範囲は地球に関する全て―気象、鉱物、地震、火山、生命 ...　さて、皆さん、地球の現象に興味が
ありますか？　その謎を解明してみませんか？　　
　ところで、高校時代に地学をとっていないから敬遠している皆さん、大丈夫。ほとんどの学生は高校時代
に地学をとっていませんから。

鹿室　僚太　4年次生　（岡山県立岡山芳泉高等学校卒業）

これら5つのテーマに対し、
　一瞬の出来事から太陽系の歴史まで、
　分子から固体地球まで
　時空間を超えて、観測，調査，分析，実験，
コンピュータシミュレーションといった手法を
用いた研究方法を習得し、人類の未来に貢献す
ることを目指します。

5つのメインテーマ

在学生からのメッセージ
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地球とそれを取り巻く宇宙の
　現在と過去を読み解き
　　人類と地球の未来を予測する ...
　　　それが地球科学科で学ぶことです



今後 30年間に期待される
最大水平加速度

☆

△

△

△
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Message from

　私は子供の頃から気象学に興味を持ち、専門的に学びたいという気持ちから地球科学科へ入学しました。
地球科学科では、気象学の他にも、地質学、岩石学、地震学、地球化学…様々な分野の講義を受けることが
できました。そのため、宇宙と地球、地表面にある岩石から、ずっと遠い地球内部まで、そして海、大気…
全て繋がりを持って考えられるようになったのです。卒業後は企業の環境部門で働くことになりました。卒
業研究でヒートアイランド現象の緩和策を研究したことがきっかけで、地球環境問題と向き合っていきたい、
そう思ったからです。
　環境への取り組みを重要視する企業では、基礎である地球科学を専門に学んだ人材として重宝されていま
す。地球科学は未だ解明されていない部分の多い、ロマンある学問であると同時に、卒業後も様々な分野で
その知識を生かし、活躍することができます。

谷口　玲子　富士通株式会社　平成19 年地球科学科卒業　平成 21年大学院自然科学研究科博士前期課程修了

地球科学科で習得した知識や技術は、気象予報や、局地的異常気象の発
生メカニズム解明、将来の気候変動の予測、地震長期危険度評価や地震
被害予想、地球内部の地震波速度構造、地下資源の評価、生物進化史や
生命の起源解明といった、研究の進展に貢献するとともに、気象、環境、
防災、資源、建設・土木といった業種で生かされています。
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地球誕生の謎に迫る
　隕石も研究対象です。隕石は地球がどのように誕生し
進化してきたかを我々に教えてくれます。
（写真はアエンデ隕石など）

断層を読み、活動を予測する
　活断層は地震の履歴書です。次の
活動を如何に予測するか。私たちの生
命に関わる問題です。
（上図は活断層から発生する直下型地震の確率
論的危険度マップ）

地球内部を見る
　地球奥深くの物質は直接手に取ってみることは出来ま
せんので、多くの謎が残っています。そこで、高圧発生装
置を用いた実験や、コンピュータシミュレーションによっ
て地球深部の物質の物理化学的状態が探られています。

気象の変化を測る
　空に見える雲の様子を自分の目で観察する
ことと、気温や風の変化を数値として測定する
ことはどちらも気象の変化を理解する上でとて
も重要なことです。（大学構内の観測所でデータを回
収している様子）

惑星の気象を探る
　地球以外の惑星にも大気を持つものがあり、それぞれに特
徴のある大気現象があります。地球以外の惑星の大気を観
測して地球と比較することで、地球の大気や表層環境につい
ての理解を深めることができます。（写真は2010年に打ち
上げ予定の日本の金星探査機。写真提供：JAXA）

深海で生命の起源に迫る
　深海底で300℃を超える熱水を噴出する
熱水噴出孔は地球誕生初期に生命が誕生し
た場所の候補地と考えられています。時には
潜水艇を使って深海の熱水噴出孔へ試料採
取にも取り組みます。（写真は学生が潜水艇に採水器
の取り付けを行っている様子）



　海洋は生命誕生の源であり、今なお豊富な生物種が適応放散している。分子
生物学的手法の普及、環境生物学の展開にともなって、陸の生物には見られな
い多様な機能をもつ海の生物が、注目されている。

　臨海実験所は、“ 日本のエーゲ海 ” 牛窓にあり、大学キャ
ンパスから30 kmという至便な距離に位置する。付近はま
だかなり豊かな動物相が保たれており、採集・飼育ができる。
また、岡山県水産試験場が隣接している。これらのメリット
を生かし、生物学科の臨海実習、全国公開臨海・臨湖実習な
どの教育と、修士、博士課程および生物学科４年次生の指導
をはじめとする研究を行っている。
　年数回の臨海実習（写真左）では、海洋動物の分類、発生、
生理、生態にとりくむ。海の生物の圧倒的な多様さと、見事
に分化した適応戦略に、太古の海に誕生した生命の進化の歴
史を実感するだろう。

　研究としては、従来の形態学的アプローチに加え、タンパ
ク質・遺伝子解析といった分子生物学・生化学的手法から、
培養系、電子顕微鏡などをもちいる細胞生物学・組織化学的
手法、神経 /内分泌系や行動などを扱う個体レベルの手法、
そして生態学的手法を駆使して、陸上にも適応できるトビハ
ゼの環境適応や（写真右）、様々な無脊椎および脊椎動物を
用いた比較研究を行い、進化との関連を検討している。多様
な生物の生息する海というフィールドを生かしたハイレベル
な研究を、そして “ 海の生命観 ” の創成につなげることが期
待されている。

Message from

加藤　花野子　大学院自然科学研究科　博士前期課程　生物科学専攻 在学中（岡山県立総社南高等学校卒業）

在学生からのメッセージ

可能性を秘めた臨海実験所
　臨海実験所が最もにぎわうのは、学部生が参加する臨海実習が行われる夏です。昼には船で無人島に行き磯採集、夜には灯火採集、（最終日にはバーベキュー）。
岡山大はもちろん他の大学の実習もあり、毎年大勢が、たいへん有意義な時間を楽しく過ごしています。臨海実習は一大イベントですが、普段の実験所では、私
たち10人くらいの研究室の学生や、訪問研究者が充実した研究を行っています。
　いうまでもなく主に海の生物を扱いますが、私自身はあえてメダカを使って研究しています。メダカが実はサンマやトビウオなどの海産魚の仲間で、淡水に住ん
でいる変わり者だということをご存知ですか？私はメダカの成長とまわりの塩分濃度の関わりを調べてみました。すると、海水中でも淡水中でも同じように成長
するということが分かりました。メダカは、ヒトと同じ位まで遺伝情報が解読されています。今後はその情報も使って、仕組みを解明していくつもりです。
　臨海実験所では、他にもトビハゼやカニ、タコ、さらには淡水魚まで、様々な動物を用いて研究が行われています。材料は眼前の海から採集でき、分子生物学
や生理学、人工河川などの実験機材も揃っています。すでに確立された分野ではなく、未知の生物に挑んで思いがけない発見をしたい人、興味深いテーマを見つ
けたい人、純粋に生き物や研究が好きな人、大自然に触れたい人、有意義な研究生活を送ることのできる臨海実験所に来てみませんか？

磯採集風景　後方の船はマリナス号（左奥）とはやて号（右手前） 陸に上がった魚、トビハゼと皮膚の塩類細胞

臨海実験所
Marine Laboratory
http://www.science.okayama-u.ac.jp/%7erinkai/ushi.htm
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薄膜物性学部門
面白くて役に立つ薄膜物質の開発
　物質の中には超伝導や強磁性などの学術的に興味深い特
性を示すものがあります。薄膜物性学部門では、このよう
な特性の発現機構を分光学的手法により調べたり、物質を
薄膜にすることで特性が何かに応用できないか、その可能
性を探索したりしています。

Message from

福井　仁紀　大学院自然科学研究科　博士前期課程　数理物理科学専攻 在学中（広島県立大門高等学校卒業）

在学生からのメッセージ

　みなさんは磁石や超伝導体には何が関係していると思いますか。実は電子が関係しているのです。磁
石や超伝導体だけでなく、さまざまな現象はほとんど電子が関係しています。そのため、電子の状態を
調べることで現象の起源を理解することができます。
　私の研究は固体試料の電子状態を観測しています。その電子状態を調べる実験手法のひとつに、光電
子分光と呼ばれる方法があります。光電子分光は近年、著しく発展してきている分野で、とくに実験効
率の向上にはめざましいものがあります。これからますます進化していく光電子分光法で、まだ理解さ
れていない様々な現象を解明してみませんか。私の写真の背景にあるのが光電子分光装置です。

粉体物性学部門
界面評価ならびに制御手法の確立、機能性微粒子の創製と評価
　粉体物性学部門では、有機電界効果デバイスの界面の物理
ならびに化学に関する研究と、機能性固体物質の開発ならび
に評価の研究を行っています。有機電界効果デバイスは金属・
活性層界面、絶縁膜・活性層界面などの多くの異種物質間の
接触部分を有しており、この部分の制御が特性に大きく影響
します。したがって、界面の構造、電子状態をナノメータス
ケールで実験的、理論的に調べて、特性を制御する研究が重

要になります。また、本部門では、工場や自動車から大気中
に排出される窒素酸化物や硫黄酸化物などの大気汚染物質を
削減するため、排ガス浄化触媒に使用する酸化物微粒子の創
製、表面状態の解析や改質などに関する基礎的な研究を行っ
ており、それらを環境、エネルギーなどの分野に発展させ、
成果が社会に還元されることを目指しています。

界面科学研究施設
Laboratory for Surface Science
http://www.science.okayama-u.ac.jp/%7esurface/index.html
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広島大学放射光施設にある岡山大学所管ビームラインでの実習風景

有機エレクトロニクス研究のための分子線エピタキシー装置粉末X線回折装置で触媒の結晶構造を調べる
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量子宇宙研究センター
Research Center of Quantum Universe

　素粒子の世界では、全ての粒子に対して、質量
が等しく電荷等の符号が反転した反粒子が存在し
ます。現在の宇宙の大部分は粒子から構成されて
いますが、宇宙誕生直後は粒子と反粒子はほぼ同
数存在したはずであり、宇宙の冷却過程において
粒子のみ残ったと考えられています。このような宇
宙の現在の姿を説明する条件として、バリオン数非
保存が起こること、粒子と反粒子に関するCP 対
称性が破れていることなどが要請されます。こういっ
た自然界の対称性の破れを検証するため、本セン
ターでは通常の加速器を用いた実験とは異なるア
プローチとして、原子とレーザーの相互作用を利用
したニュートリノの絶対質量測定やレプトン数非保
存、バリオン数非保存の検証を行い、素粒子の本
質や宇宙の起源に迫る研究などを行っています。

http://fphy.hep.okayama-u.ac.jp/center-qu/index.html

28

Message from

湯淺　一生　大学院自然科学研究科　博士前期課程　数理物理科学専攻 在学中（岡山県立玉野光南高等学校卒業）

在学生からのメッセージ

　私は高校の物理はあまり得意ではありませんでした。物理学に興味はありましたが学んだ公式や法則
の意味がよく分からず、ただなんとなく覚えて数字をいれて答えを出すだけのものになっていたからで
す。けれど、大学での物理は数学を用いて基本的な内容から説明していくので、原理を理解することが
でき高校で学んだ公式と繋がってくると物理がとても面白くなります。
　日常における小さな出来事や宇宙で起こる現象にも物理法則があり自明な事柄の積み重ねで説明でき
ます。素粒子物理は物質の起源や物体に働く力の起源など自然界の根源的な法則を探っていくものです。
自然現象に疑問を懐ける人、この世界を支配する法則を知りたい人はぜひ量子宇宙研究センターに来て
ください。
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卒業・
修了後の
進路状況

　理学部卒業生の多くは大学院（博士前期課程）へ進学します。大学院で修得する、
より高度な専門知識や研究・開発能力は、多くの企業で歓迎されています。就職状
況を職業別にみると、製造業や情報通信業で研究者や技術者として活躍している学
生が多いことがわかります。教員になる学生が多いことも特徴です。さらに博士後
期課程に進学した学生は博士号を取得し、大学等の教員や企業の研究者として活躍
しています。

■進路内訳（平成21年度）

■主な就職先（過去5年間）

学部 大学院

大学院（博士課程）等進学
14.0％

大学院
（修士課程等）進学
64.6％

情報通信業　
3.1％

金融保険業　2.5％

製造業　3.7％

製造業
38.4％

公務員  3.5％

その他 29.1％

その他  16.8％

情報通信業　5.8％

教員・学習支援業
7.0％

教員・学習支援業
5.6％

医療・福祉業
2.3％

公務員　3.7％
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学部
数学科
中国銀行、香川銀行、両備システムズ、シンフォーム、富士通
エフ・アイ・ピー、鷗州コーポレーション、NECシステムテク
ノロジー、セリオ東洋グループ、アルプス技研、JFE スチール
グループ、アドバンテージ、第一学習社、河合塾、大阪国税局、
中学校および高等学校教員（岡山県、香川県、高知県、和歌山県、
私立など）

物理学科
ユビキタスエナジー、アイピーシステム、住友重機械工業、東芝、
日本高圧電気、ナカシマプロペラ、NECネクサソリューションズ、
中外炉工業、岡山情報処理センター、三菱スペース・ソフトウェア、
アルバック、放電精密加工研究所、デジタルアーツ、アルプス技研、
アイ・オー・データ機器、三菱東京UFJ銀行、高等学校教員（岡
山県、神奈川県など）

化学科
旭化成ファーマ、コスモ石油、岡山村田製作所、ナリス化粧品、
エーザイ、ジャパンゴアテックス、ワールドインテック、カワニ
シホールディングズ、アスコルバイオ研究所、山崎製パン、東罐
マテリアルテクノロジー、タカラベルモント、日本エア・リキード、
県警（岡山県、島根県）、税関（神戸、横浜）、高等学校教員（愛
媛県、千葉県など）

生物学科

常盤薬品工業、永谷園、武田薬品工業、協和発酵キリン、大日
本住友製薬、メニコン、キリンビール医薬カンパニー、大東化
成工業、山陰酸素工業、システムエンタープライズ、天満屋、
三越、JR西日本、オリエンタルフーズ、第一三共、ラブドラッ
グス、アステラス製薬、中国銀行

地球科学科
岩水開発、日本自動車連盟（JAF）、ウェザーニュース、気象庁、
国土交通省九州地方整備局、東京消防庁、中電シーティーアイ、
ユニチカ、YKK  AP、松下システムソフト、大和ハウス工業、
伊藤園、ヤマザキナビスコ、県警（岡山県）、県庁、税関（神戸）、
岡山消防局、高等学校教員（岡山県、愛媛県）

大学院（博士前期課程）
数理物理科学専攻（数学系）

みずほ情報総研、ＮＥＣシステムテクノロジー、ＮＴＴ東日本、
三菱日立製鉄機械、横浜ゴム、アンリツエンジニアリング、セ
リオ、カナテック、菱進テック、東芝デジタルメディアエンジ
ニアリング、日亜化学、ＣＳＩ、トーアエイヨー、システムエ
ンタープライズ、岡山県警、高等学校教員（岡山県、私立など）

数理物理科学専攻（物理学系）
中国電力、横浜ゴム、ジャステック、富士通ソフトウェアテク
ノロジーズ、日本電気、ソフトウェア情報開発、トヨタ自動車、
冨士写真フィルム、日本圧着端子、岡山村田製作所、フジクラ、
古河電気、京セラ、キャノンアネルバ、旭化成エレクトロニクス、
マツダ、日本板硝子、凸版印刷、冨士電気デバイステクノロジー

分子科学専攻
中国塗料、大正薬品工業、ジャパンゴアテックス、花王、三菱化学、
倉敷化工、山田養蜂場、旭化成、三菱ガス、大塚製薬、大王製紙、
住友化学、大鵬薬品、日本ペイント、日本合成化学、大阪合成
有機化学研究所、日清紡績、県庁（岡山県）、高等学校教員（岡
山県、香川県、神奈川県、私立など）

生物科学専攻
小林製薬、ハクゾウメディカル、大正製薬、三菱化学安全科学
研究所、川崎医科大学現代医学教育博物館、キリンビール、参
天製薬、中外製薬、王子製紙、山田養蜂場、カバヤ食品、味の素、
ユニ・チャームペットケア、タカラベルモント、鷗州コーポレー
ション、中学校および高等学校教員（神奈川県、兵庫県、大阪
府など）

地球科学専攻
地熱エンジニアリング、気象衛星センター、リモート・センシング
技術センター、国土防災技術、独立行政法人原子力安全基盤機構
（JNES）、日本航空インターナショナル、応用地質、住友金属鉱
山、岩水開発、JALウェイブ、ダイキン工業、INAX、富士通ディフェ
ンスシステムエンジニアリング、岡山市消防局、高等学校教員（長
崎県など）

※その他（卸売・小売業、サービス業、電気・ガス・熱供給・水道業など）
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my campus life and the future

　平日は1～5限まで、大学内にいることがほとんどです。

授業の無い空きコマも大学で過ごしています。1コマ1時

間30分あるので、空きコマでは図書館で課題やレポート

をしたり、eラーニングルームで自習をしたり、理学部の

リフレッシュルームで友達と話をしたりします。高校とは

違って、入学当初は授業の間の空き時間をどのように過ご

そうか悩んだりもしましたが、今では休憩や勉強の時間と

して使っています。理学部には学生アカデミックアドバイ

ザールームがあり、勉強する上でのちょっとした疑問を大

学院生に気軽に質問できる制度もあります。

　大学生になると自由に使える時間が多くなり、勉強以外

にも様々なことに挑戦することができます。私は、部活動

やサークル活動はしていませんが、パソコン講座のアルバ

イトをしています。勉強との両立が難しい時もありますが、

いろいろな経験ができて楽しく続けています。

化学科　3年次生　楠戸　智子 さん

mon. tue. wed. thu. fri.

1 有機合成化学 有機化学Ⅴ　 固体化学 統計熱力学 溶液化学

2 統計学入門

3 化学輪講 錯体化学 構造化学Ⅰ

4
有機化学実験 有機化学実験

無機化学Ⅲ

5

WEEK SCHEDULE

▲アカデミックアドバイザールーム▲リフレッシュルーム

▲ e-learning ルーム
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　現在私は、極限環境物理学研究室に所属し、ドイ
ツの研究グループとの共同研究として超伝導の研究
を行っています。超高圧・極低温下での実験で、困
難の多い実験漬けの毎日ですが、世界中で自分たち
にしかできない実験を行うことにやりがいを感じて
います。先日、初めて学会発表を行いました。著名
な先生とも議論ができ、自分の研究に多くの研究者
が興味を持っていることが実感できました。研究室
では、セミナーや実験の他に、友人たちとサッカー
をして気分転換しながら、楽しく充実した日々を
送っています。

自然科学研究科博士前期課程数理物理科学専攻２年　
城山　祐貴 さん

　私は地球科学科に入学し、地質学や気象学、地球化学や地球物理な
ど地球に関する様々なことを学んできました。そのなかで、私は地球
上の生命誕生の場と考えられている海底熱水系に興味を持ち、研究室
配属では地球化学の研究室を選びました。研究対象とした熱水系は深
海底にあり、実際に試料を得るためには調査船と潜水艇がなければな
りません。研究室に配属されてすぐに、調査航海に参加するチャンス
を頂き、他大学の先生や研究者と過ごして研究の面白さを感じました。
まさに研究の最前線、その経験が大学院進学の決め手になりました。
　この分野では博士課程に進む人も少なくありませんが、私は就職の
道を選びました。環境・分析系の会社を対象に就職活動を行い、研究
を通じて得た知識、技術を評価していただきました。

　小学生のなりたい職業ランキングに、今年も「科学者」がランクイ
ンされていました。みなさんの中にも、子供のころ “科学者になりた
い ” と思い描いた人がいるのではないでしょうか。その夢、今はどう
なったでしょうか？私の場合、岡山大学理学部で学び、植物研究の面
白さにふれたことで、科学者になるという夢を実現したいと思いまし
た。大学卒業後は大学院に進学し、この春、博士号を取得しました。
そして夢叶って植物生理学教室の教員という職に就くことができまし
た。「科学者」としてのキャリアの始まりです。好きな研究を続ける
ことができ、充実した毎日を過ごしています。

自然科学研究科博士前期課程地球科学専攻　平成22年修了

赤司　裕紀 さん

自然科学研究科特任助教　
吉岡　美保 さん



V・O・I・C・E 教職員からのメッセージ

化学の
醍醐味

化学科　准教授　

大久保貴広

生物学に興味が
ある皆さんに

物理学科　教授　野原　実

数学科　教授　

吉野　雄二

数学研究への
招待

夢の実現

　私は主に代数学を研究しています。文明のあけぼのと同時に生まれた

数学は人類の英知の発展とともに長い歴史を綴ってきています。その過

程で研究対象や研究手法の違いから幾つかの分野に分けられています。

その中でも代数学は物事や現象の全体に秩序を入れて、それを構造とい

う視点から研究していくものです。

　物事を整理整頓しなくては気が

すまないＡ型の私には代数学が向

いているようです。

　もし君がО型なら大胆な発想や

直感が要求される幾何学を勉強し

てみてはどうでしょう。

　またＢ型のあなたは物事を細

かく分けて分析的に研究していく

解析学が得意になることでしょう。

さてＡＢ型の君にはどんな数学が

待っているのでしょうか。

　学部１年の冬、スイスの物理
学者ベドノルツとミュラーが銅
酸化物における高温超伝導を発
見し、1987年のノーベル物理
学賞を受賞しました。こんな面
白い現象があるのかと超伝導の
研究室に進み、今も、より高い
転移温度、できれば室温超伝導
の実現を夢みて、物質開発の研
究に取り組んでいます。物理の
洞察により物質を設計し、思い
通りの性質が出たときのワクワ
ク感は格別です。皆さんは、ど
んな夢を持っていますか？将来
なにをやりたいのか、じっくり
考えて下さい。大学教員は学問
を通して皆さんの夢の実現をお手伝いします。岡山大学物理学科は、
物性から素粒子、宇宙論まで、最先端の研究に挑戦するチャンスを提
供します。

　地上の生物は、それぞれ極めて巧みな「しくみ」を使って生

きています。近年、その「しくみ」が驚くほど早いスピードで

明らかになってきています。生物学科では、この「しくみ」を

基礎から最先端の研究結果まで広範に学びます。さらにその「し

くみ」を調べるさまざまな方法についても学ぶことができます。

また、学年が進むと、教員といっしょに世界的に見ても最先端

の研究に取り組むよう

になります。それを通

して、新しいことを明

らかにする歓び、考え

る歓び、そして問題を

自ら解決する歓びを感

じてもらえると思いま

す。幅広い知識、問題

解決能力を身につけ、

研究者として、また、

社会のいろいろな場で

活躍できる人に育って

もらいたいと思います。
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地球科学科　教授　

小田　仁

臨海実験所　准教授　坂本　浩隆

界面科学研究施設　准教授　村岡　祐治
　　　　　　　 （薄膜物性学部門）

最後のフロンティアー海

ナノサイエンスへの
誘い

地球の過去、現在、
未来を探る

　化学の分野で行われている研究は分子やイオンと深く関わって

います。従って、新しい物質を創り出しそれらの未知なる性質を

追究する上で、分子やイオンについてしっかりと理解している必要

があります。しかし、多くの研究分野で飛躍的な進歩を遂げた今

日でも多くの謎が山積しています。例えば、ナノメートルサイズの

空間に閉じ込められた分子やイオンの理解も未だ不十分です。目

で直接見ることはできないので、様々な研究手法を取り入れて解

明する必要があります。研究を進めるうちに予想に反する分子の

構造や物性を示す結果が得られ、その謎が解明できたときは何

ものにも代え難い喜びに浸ることができます。一緒に化学の醍

醐味を味わいましょう。

　地球が誕生してから現

在までにどのように進化

して来たか、現在の地

球に起きている地球科学

的諸現象（地球の営み）

の解明、将来の地球や

それを取り巻く環境がど

のようになるか、といっ

たことを研究するのが地

球科学です。岡山大学

地球科学科では、野外

での調査や観測を主体と

し、得られた試料や観測

データを顕微鏡や化学

分析装置及び計算機な

どを使って精密に分析したり、地震や大気・水圏で起きる現象の

数値シミュレーションなどを行っています。野外で得られる試料の

分析や観測データの解析は骨の折れる作業ですが、それによって

新しい知見が得られた場合にはそれだけ達成感があります。ファ

イト有る諸君の挑戦を期待しています。

　モデル生物のゲノムが解読された今、多様な生き物について理解を深

める必要があります。この点で、様々な生物が進化の過程で獲得した戦

略で適応している最大の生物圏「海」は、生命科学最後のフロンティア

といえます。海に起源し多様化した

生命を、適応との関連で、物質・細

胞から個体・生態系のレベルまで、

多角的に検討すれば、従来の陸上

生物の生命観に変わる新しい“海の

生命観”が創成できるかもしれませ

ん。一方、海洋は巨大な緩衝系と

して地球の恒常性を維持してきまし

た。大規模な環境問題の鍵も海の

なかに隠されていると思います。

　自然にふれながら以上に臨む最前

線が私たちの施設です。意欲と好

奇心に溢れた若い力を歓迎します。

　私の研究では、超伝導や磁石になる性質を持つ物質あるいは光触媒
体など機能を示す物質を組み合わせて、これまでにない高次の複合機
能物質を創製することを目指しています。試料はナノテクノロジーを活
用し、各々の物質を薄膜にして積層することにより作製します。物質作
製という化学的側面と、特性の発現機構解明とその制御という物理的工

学的側面をあわせ持った学際
領域の研究を行っています。
また、研究を通して視野の広
い研究者の育成にも力を入れ
ています。
　界面科学研究施設では、有
機トランジスタや微粒子の特
性・機能探索といったナノス
ケールサイエンスの研究も活
発に行われています。薄膜や
ナノスケールの物質を舞台に
して、柔軟な発想を持ち意欲
ある皆さんと一緒に新物質・
新機能開発の研究ができる日
を楽しみにしています。

33



理 学 部 教 員 の 紹 介

学科 教育研究分野 教育研究分野の内容 担当教員

数
学
科

代数学 整数論，環論，表現論，数理論理学を教育，研究する。

中村　博昭　教授
吉野　雄二　教授
山田　裕史　教授
田中　克己　教授
鈴木　武史　准教授
石川　佳弘　助教

多様体の数理 微分幾何学，多様体構造と幾何構造を教育，研究する。 清原　一吉　教授
勝田　　篤　准教授

位相幾何学 位相幾何学，変換群論，位相空間論を教育，研究する。 島川　和久　教授
鳥居　　猛　准教授

実解析 実解析的手法を用いて数理現象を記述する偏微分方程式の教育，研究を行う。 田村　英男　教授
大下　承民　准教授

作用素解析 作用素論や確率論の視点から数理物理に関わる諸問題の教育，研究を行う。 廣川　真男　教授
河備　浩司　准教授

物
理
学
科

量子物質物理学 極低温で際だった量子効果の現れる，分子性固体，磁性体など物質を中心にした
実験研究

大嶋　孝吉　教授
味野　道信　准教授

量子構造物性学 有機低次元導体が極限環境下で示す量子物性と構造との関連を放射光を用いて
調べる。

野上　由夫　教授
花咲　徳亮　准教授

放射光相関物理学 放射光の回折・散乱および分光学的手法を用いた固体の結晶構造や量子相関に関する
実験的研究

池田　　直　教授
神戸　高志　准教授

極限環境物理学 極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な磁性，超伝導に関する実験的研究 小林　達生　教授
荒木　新吾　准教授

低温物性物理学 核磁気共鳴 (NMR) 法を用いた超伝導や金属の磁性などの低温物性に関する研究 鄭　　国慶　教授
川崎　慎司　講師

耐環境物質物理学 種々の物質を超高圧環境や高エネルギー放射線環境などの極限状態に置いた場合
の物理学について解説する。

河本　　修　准教授
松島　　康　講師

量子物性物理学 超伝導体や熱電材料などの新物質開発と量子物性・機能の開拓 野原　　実　教授
工藤　一貴　助教　

界面電子物理学 表面・界面に特有な原子配列，化学結合状態及び物性を実験的に解明する。
横谷　尚睦　教授
村岡　祐治　准教授
平井　正明　助教

物性基礎物理学 強い相関を持つ多体電子系が示す様々な量子現象を，変分的手法や数値計算を用いて
理論的に解明する。

岡田　耕三　准教授
西山　由弘　助教

量子多体物理学 凝縮系物質や希薄ボーズ，フェルミ原子気体などにおける超伝導，超流動等の巨視的量
子現象の理論的研究

町田　一成　教授
市岡　優典　准教授
水島　　健　助教

高エネルギー物理学 標準模型が成立までの実験的，理論的背景，支持する実験的検証と理論的側面，宇宙論
と素粒子物理との関係を講義する。

中野　逸夫　教授
福見　　敦　助教

宇宙物理学 宇宙・人工ニュートリノまたは宇宙背景放射観測による宇宙・素粒子物理の研究 作田　　誠　教授
石野　宏和　准教授

化
学
科

分子構造化学 分光法及び回折法による分子並びに固体の構造とその物理的・化学的性質の解明 石田　祐之　教授　
後藤　和馬　助教

分子分光科学 宇宙・上層大気中に存在する分子の回転スペクトル，振動回転スペクトルの計測と化学反
応の研究。複合分子のスペクトルと極低温化学研究

川口建太郎　教授　
唐　　　健　准教授

分子有機化学 新規なπ共役複素環化合物の合成，反応性並びに物性に関する研究 佐竹　恭介　教授　
岡本　秀毅　准教授

分子無機化学 機能性無機化合物の合成（開発），構造，物性，反応性の研究 黒田　泰重　教授　
大久保貴広　准教授

分子錯体化学 遷移金属（およびランタニド）錯体の合成、構造、物性、反応性及び機能に関する教育と
研究

鈴木　孝義　准教授
砂月　幸成　助教

分子界面化学 薄膜・ナノスケールでのクラスター物質の構造物性，ならびに有機エレクトロニクス，酸化
物微粒子の合成と物性に関する研究

久保園芳博　教授
田口　秀樹　准教授
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学科 教育研究分野 教育研究分野の内容 担当教員

化
学
科

動態物理化学 液体・溶液・界面の構造，相平衡，相転移等の理論的研究ならびに平衡論および速度論
的立場からの分子間相互作用および反応機構の解明に関する研究

甲賀研一郎　教授　
末石　芳巳　准教授

動態計算化学 凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算機シミュレーションによる研究 田中　秀樹　教授

動態有機化学 生理活性天然物および類縁化合物の化学合成に関する研究 門田　　功　教授
花谷　　正　准教授
高村　浩由　助教

動態機能化学 有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と機能性材料合成への利用に関する
教育と研究 西原　康師　教授

動態分析化学 物質の動的挙動，自然界・新規材料における微量物質の化学的挙動解明のための分析
化学研究 （選考中）

動態分離化学 二相間分配現象に基づく物質の選択的分離・濃縮と精密分離分析に関する研究 高栁　俊夫　准教授

生
物
学
科

分子遺伝学 遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性，および細胞機能分化における制御機構の
研究

沓掛　和弘　教授
中越　英樹　准教授
阿保　達彦　准教授
冨永　　晃　准教授

分子生理学 光合成光化学系の分子構築，光合成初期過程の分子反応機構，および高等植物の
形態形成の研究

山本　　泰　教授
高橋裕一郎　教授
高橋　　卓　教授
本瀬　宏康　助教

分子細胞学 菌類における性，発生・分化などの高次細胞機能の分子機構，および染色体・ゲノムの
研究

鎌田　　堯　教授
多賀　正節　准教授
中堀　　清　助教

分子構築学 生体高分子が機能複合体を形成するまでの過程と立体構造での分子間相互作用の
特質の研究 沈　　建仁　教授

神経制御学 本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形態，分子化学およびネットワークの
研究 中安　博司　准教授

環境および時間生物学 多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態学的および時間生物学的研究
富岡　憲治　教授
三枝　誠行　准教授
岡田　美徳　助教

生体統御学 脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報伝達および生体機能制御機構の
研究

高橋　純夫　教授
坂本　竜哉　教授
竹内　　栄　准教授
鑛山　宗利　助教
秋山　　貞　助教

発生機構学 動物の受精卵が複雑な形態を有する完成した生物へと発生する機構の分子レベルでの
研究

上田　　均　教授
坂本　浩隆　准教授

地
球
科
学
科

鉱物資源科学 鉱物の結晶構造や化学的性質に関する実験的研究，並びに金属資源物質の濃集要因
の解明

逸見千代子　准教授
山川　純次　助教

岩石圏ダイナミクス 岩石圏構成物質の成因及び地殻変動・変動地形の要因に関する地質学的研究

柴田　次夫　教授
鈴木　茂之　准教授
隈元　　崇　准教授
野坂　俊夫　助教

地球惑星物理学 地球内部の構造と構成についての実験的地球物質物性，地震波解析などの研究 小田　　仁　教授
浦川　　啓　准教授

循環地球化学 隕石及び地殻を構成する物質の移動及び循環に関する宇宙・地球化学的研究
千葉　　仁　教授
山中　寿朗　准教授
岡野　　修　助教

地殻進化学 地殻の形成・発展過程に関する変成岩岩石学的及び構造地質学・堆積学的研究 中村　大輔　准教授

大気水圏科学 大気境界層におけるエネルギー・水循環，および惑星気候・表層環境に関する研究 塚本　　修　教授
はしもと　じょーじ　准教授

35

平成22年4月1日現在



N

東山地区

平井地区

鹿田キャンパス

山　
陽　
本　
線

至新大阪
至大阪

至大阪

後楽園

東山

東山

東山公園

平井

至姫路

半　田　山

福居

津島中

国道53号線

京山

至総社

至広島

至倉敷

県道162号線

瀬
戸
大
橋
線

至
高
松・
坂
出

至倉敷

宇
　
野
　
線

至
宇
野

国
道
30
号
線

国道2号線

東古松

大供

出石町

南方伊福町

岡山県
総合グラウンド

ほうかいいん

にしがわら

北方

津山
線

至津山

新　幹　線

国
道
1
8
0
号
線

至
宇
野

柳
川

西
川

旭
川

至岡山IC 至津山

東口

西口

東口

(市内路面電車路線）

医学部、歯学部
岡山大学病院
保健学研究科
医歯薬学総合研究科
自然生命科学研究支援センター
（光・放射線情報解析部門鹿田施
設、動物資源部門）
医療教育統合開発センター
附属図書館鹿田分館

教育学部附属教育実践総合
センター
教育学部附属小学校
　　同　附属中学校
　　同　附属幼稚園

医学部納骨堂

教育学部附属
特別支援学校
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川
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O K A Y A M A

Uno

岡山空港

岡山

倉敷

総社

新見

津山

新倉敷

津島キャンパス

理学部
附属臨海実験所

地球物質科学研究センター

資源植物科学
研究所

大学本部
創立五十周年記念館
医歯薬学総合研究科（薬学系）
同附属薬用植物園、薬学部
農学部
同附属山陽圏フィールド科学センター
自然生命科学研究支援センター
（動物資源部門農学部・薬学部分室
ゲノム・プロテオ－ム解析部門）
評価センター

保健管理センター
国際センター
教育開発センター
言語教育センター
スポーツ教育センター
アドミッションセンター
学生支援センター

環境管理センター、情報統括センター、附属図書館、文学部
教育学部、同附属教育実践総合センター、法学部、経済学部
理学部、同附属界面科学研究施設、同附属量子宇宙研究センター
工学部、環境理工学部、社会文化科学研究科、自然科学研究科
環境学研究科、法務研究科、埋蔵文化財調査研究センター
新技術研究センター、廃棄物マネジメント研究センター
社会連携センター

●JR「岡山」駅よりバスを利用する場合
　・岡山駅（東口）で岡電バス妙善寺線「妙善寺・岡山大学行」に乗車し、バス停「岡大西
　 門」で下車し、徒歩で西門まで約2分

　・岡山駅（東口）で岡電バス東山線「津高営業所行」に乗車し、バス停「岡山大学筋」で
　 下車し、徒歩で西門まで約9分

　・岡山駅（西口）で岡電バス岡山理科大学線「岡山理科大学行」に乗車し、バス停「岡
　 大西門」で下車し、徒歩で西門まで約2分
　 ※JR津山線「法界院」駅で下車し、徒歩で西門まで約10分

●山陽自動車道を利用する場合
　・岡山I.C．「岡山出口」で下車。 国道53号線にて岡山市内中心地に向かって走行し、
　「岡大入口」交差点を左折し、「岡山大学筋」を北行し、西門まで約700ｍ

●岡山空港まで飛行機を利用する場合
　・岡山空港から中鉄バス「岡山市内方面行」に乗車し、バス停「岡山大学筋」で下車し、
　 徒歩で西門まで約9分

津島キャンパス

キャンパスマップ
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